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平成２７年 ２月２３日 

東 北 地 方 整 備 局  

岩手河川国道事務所  
 

国道４号『渋民バイパス』が 4 月 12 日（日）に開通します 
 

～全線開通により盛岡市と岩手県北地域の交通がスムーズに～ 

 

国土交通省が事業を進めて参りました一般国道４号渋民バイパス（延長約 3.1 ㎞）

が平成 27 年 4 月 12 日に開通することとなりましたのでお知らせします。 

今回の開通により、県都盛岡市と岩手県北地域間等との交流・連携が推進されるも

のと期待されております。 

なお、今回の開通により渋民バイパス（延長約 5.6 ㎞）は全線開通となります。 

○今回の開通による主な整備効果 

効果１：朝夕の交通混雑解消で快適通勤が可能に 

効果２：特産品の安定的輸送ルートの確保で農業振興を支援 

効果３：迅速・安定した救急搬送ルートを確保 

効果４：「2016 希望郷いわて国体」の円滑な大会運営を支援  

 

記 

１．開通区間：一般国道４号渋民バイパス（延長約 5.6 ㎞） 

盛岡市玉山区鶴飼～盛岡市玉山区馬場字川原 

（延長約 3.1 ㎞）【今回開通】 

２．開 通 日：平成２７年 ４月１２日（日） 

３．開通式典：開通式典、一般開放等の詳細については後日お知らせします 

 
 

＜発表記者会：岩手県政記者クラブ、東北専門記者会＞ 
 

（問い合わせ先） 

国土交通省 東北地方整備局 岩手河川国道事務所 

TEL ０１９-６２４-３１３１ 

副 所 長 亀 井
か め い  

督 悦
ま さ よ し

（内線２０５） 

工務第二課長 外 崎
と の さ き  

高 広
た か ひ ろ

（内線４１１） 

 

 



【開 通 区 間】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



効果① 朝⼣の交通混雑解消で快適通勤が可能に
◆バイパス（部分開通区間）の通勤時間帯における⾛⾏速度は、現道の約２倍
◆全線開通により、盛岡市と県北地域間等の通勤がスムーズとなり、通勤圏の拡⼤に寄与
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▼①現道の混雑状況
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盛岡市⽟⼭
総合事務所

凡例
開通済区間
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⼀般国道
主要渋滞箇所
観測交通量

⽤途地域

住居系地域
商業系地域
⼯業系地域

資料：⺠間プローブデータ（H26.4〜6平⽇、上下平均、7時台）

▼渋⺠バイパス周辺地域の
通勤通学流動

バイパスは現道より
約22 ㎞/h早い

資料：H22国勢調査

通勤通学で
約4,400⼈/⽇の流動

約2,800⼈/⽇

約1,600⼈/⽇ 葛巻町 岩⼿町

滝沢市
盛岡市

⼀⼾町⼆⼾市

▼②バイパスの状況
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関東
63%

岩⼿県内
(バイパス
以南)
19%

東北
(南⽅⾯)
18%

効果② 特産品の安定的輸送ルートの確保で農業振興を⽀援
◆岩⼿町を中⼼とした周辺地域では、「夏秋キャベツ」の約６割が関東⽅⾯、約２割が盛岡市等へ出荷
◆全線開通により、関東⽅⾯や盛岡市等への安定的な輸送ルートを確保し、地域の農業振興を⽀援

順位
産地 出荷量

(千t)市町村 県
1位 嬬恋村 群⾺県 198.5

2位 岩⼿町 岩⼿県 16.2
3位 南牧村 群⾺県 9.7

4位 ⻑野原町 群⾺県 8.2

5位 佐久市 ⻑野県 7.6

▼夏秋キャベツの全国市町村別出荷量 ▼ 岩⼿町周辺地域におけるキャベツの出荷先

資料：JA新いわて東部営農経済センター
・H26出荷実績（⽅⾯不明を除く）
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▼岩⼿町周辺地域における
キャベツの販売額・作付⾯積

販売⾦額（億円） 作付⾯積（ha）

（平成）

資料：H25作物統計調査

※岩⼿町周辺地域：岩⼿町、盛岡市⽟⼭区、葛巻町

資料：JA新いわて東部営農経済センター※【着⾊箇所】岩⼿町周辺地域：岩⼿町、盛岡市⽟⼭区、葛巻町

▼岩⼿町のキャベツ

写真：岩⼿町
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効果③ 迅速・安定した救急搬送ルートを確保

岩⼿分署

葛巻分署

県⽴中央病院
⾼度救命救急センター、
岩⼿医科⼤学病院
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資料：盛岡地区広域消防組合消防本部、H25搬送実績

▼ 岩⼿町周辺地域からの救急搬送件数

約6割が
盛岡市へ搬送

※岩⼿町周辺地域：
岩⼿町、盛岡市⽟⼭区、葛巻町

盛岡市内への
搬送は国道4号

に依存

盛岡市への搬送件数
73件

盛岡市への搬送件数
288件

盛岡市への搬送件数
228件

資料：盛岡地区広域消防組合消防本部、H25搬送実績

※【着⾊箇所】岩⼿町周辺地域：岩⼿町、盛岡市⽟⼭区、葛巻町

岩⼿町

◆岩⼿町周辺地域からの救急搬送は、県⽴中央病院を中⼼に約６割が盛岡市中⼼部へ搬送
◆全線開通により、搬送時間が約３割短縮し、迅速かつ安定した救急搬送ルートを確保

▼ 岩⼿町から県⽴中央病院までの所要時間の変化

開通後
（予測） 約３割短縮

6９分6９分

48分48分

65分65分開通前
（通常期）

開通前
（冬期）

資料：⺠間プローブデータ、H22センサス
・開通前（冬期）：⺠間プローブデータ（Ｈ25.12〜H26.2、平⽇、上り）

※混雑時旅⾏速度（7〜8時台、17〜18時台）
・開通前（通常期）：⺠間プローブデータ（Ｈ26.4〜6、平⽇、上り）

※混雑時旅⾏速度（7〜8時台、17〜18時台）
・開通後（予測）：H22センサス（⾮混雑時旅⾏速度、上り）

※開通前は全て現道を通過、開通後は全てバイパスを通過（開通後のバイパスは60km/h）
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効果④ 「2016希望郷いわて国体・⼤会」の円滑な⼤会運営を⽀援

※資料：(⼀財)岩⼿経済研究所

▼2016希望郷いわて国体・⼤会の概要
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◆いわて国体（冬季H28.1~2、本⼤会等H28.9〜10）は、県内外から延約100万⼈が来場予定
◆全線開通により盛岡市と県北地域間の選⼿・観客の安定した移動を確保し、円滑な⼤会運営を⽀援

安⽐⾼原テニスクラブ
安⽐⾼原スキー場
安⽐⾼原特設会場

⽥⼭射撃場
⽥⼭スキー場

松尾⼋幡平IC

⼋幡平市
総合運動公園
体育館

⼋幡平市
寄⽊グラウンド

岩⼿沼宮内
カントリークラブ

南部富⼠
カントリークラブ
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項⽬ 内容

参加
者数

延約100万⼈が来場予定

内訳（県内外からの来訪者）
・選⼿・監督・⼤会役員 約39万⼈
・応援など来場客 約61万⼈

冬季実施競技会場
本⼤会等実施競技会場

▼県北地域の宿泊⾒込⼈数

冬
季
⼤
会

会
期

【スケート・アイスホッケー競技】
平成28年1⽉27⽇〜1⽉31⽇の5⽇間
【スキー競技】
平成28年2⽉20⽇〜2⽉23⽇の4⽇間

本
⼤
会
等

会
期

【本⼤会】
平成28年10⽉1⽇〜10⽉11⽇の11⽇間
※会期前実施競技（⽔泳）
平成28年9⽉4⽇〜9⽉11⽇

【第16回全国障害者スポーツ⼤会】
平成28年10⽉22⽇〜10⽉24⽇の3⽇間

(⼈)盛岡市と県北地域間の
安定した移動を確保

宿泊⾒込⼈数：第2次仮配宿より（ピーク⽇を使⽤）
参照元：希望郷いわて国体・希望郷いわて⼤会実⾏委委員会

※


